
第9回 個別化医療研究会　

オーガナイザー

臨床現場からみたがんの個別化医療

論理創薬による酵素阻害剤の創製研究
ー生物系研究者が直面する課題ー

Research on drug action mechanism and prediction 
of drug–drug interaction based on network 
pharmacology and artificial intelligence

個別化医療の実践：臨床から基礎へ

主催 : CBI 学会  個別化医療研究会

池末 裕明 先生
講演1 

日時 :
形式 :

無料
WEB開催 (zoom形式 録画配信のみ )

岐阜薬科大学
創薬化学大講座 薬化学研究室 永澤秀子

(地独) 神戸市立医療センター中央市民病院 薬剤部 副部長

13:00-13:40

講演2 

遠藤 智史 先生

特別講演 

岐阜薬科大学 生命薬学大講座 生化学研究室 准教授

Jun Liao, PhD.
Professor, Department of Pharmaceutical Informatics and 
Biological Statistics, School of Science, 
China Pharmaceutical University (中国薬科大学), Nanjing, China

14:20-15:00

13:40-14:20

実践薬学大講座 医薬品情報学研究室 中村光浩

問合せ先 : 岐阜薬科大学医薬品情報学　中村光浩 , 058-230-8100, mnakamura@gifu-pu.ac.jp

情報計算化学生物学会

申込先 : 右 QRコード あるいは https://forms.gle/1FUTaVi5x94y5fGQ9

2022年 2 月19 日 (土), 13:00-15:00

定員 400人 ( 申込期間 1月 30日まで、定員に達した場合は申込受付を終了します )

参加費 :

The 9th Personalized Medicine seminar
- For the realization of personalized medicine: from clinical practice to basic science -


